








































































































　この『保育環境評価スケール』の原著は Early Childhood Environment 


































































































































































































































































































活動への関与 教材の提供 保育者の関わり 子どもの表現
不適切
1.1 造形の用具／
材料に触れること
がほとんどない。
1.2 造形の用具／
材料を使って自分
なりの作品を作る
ことがない。
1.3 保育者は例示
に従って作品を完
成させるか、汚れ
るのを防ぐか、用
具／材料を間違っ
て使わないように
することしか関心
がない。
最低限
3.1 観察時間中、
少なくとも25分は、
線画の材料が使え
る。
3.2 子どもが造形
の用具／材料を
使っているときに
保育者の肯定的な
関わりがある。
3.3 子どもが造形
の用具／材料を
使って自分なりの
表現をしていたり、
展示物に自分なり
の表現が見られた
りする。
よい
5.2 ほとんどの造
形活動で、子ども
は自由に用具／材
料が使える。
5.1 観察時間中、
少なくとも１時間
は、それぞれのカ
テゴリ （ー注：線画
材料、絵の具など５つ
ある）から１つ以
上の用具／材料を
使える。
5.3 保育者は興味
をもった子どもの
作品について会話
をする。
とてもよい
7.2 現在クラスで
進行中の活動や興
味を持たれている
ことに関係した造
形活動がある。
7.1 すべての子ど
もが集団活動に喜
んで参加をしてい
る。
7.3 保育者は作品
についての子ども
の言葉を表題とし
てつけたり、もし
年長の子どもが望
むなら自分で表題
をつけさせたりす
る。
88
（３）結果
　項目に示された観点を以って指導計画を構成する要素のうち、「活動の形態」
「環境の構成」に焦点づけ、評価スケールの項目と指標に参照することによ
り、当該幼稚園での教育実践の意味するところが明らかにされた。
４．まとめ
　クラス全体での集団活動は、子どもが「環境との関わり方や意味に気づく」
きっかけとなるものであり、保育者が「自ら意欲をもって環境と関わる」こ
とへの導きを行うものである。自由に遊びを選ぶとは、「環境に関わって展
開する具体的な活動」が生まれることを意味する。この両方の形態が「適切
な環境を構成することなどにより活動が選択・展開されるようにする」こと
を可能にする。これらのことが木の実幼稚園での教育実践と、保育環境評価
スケールの項目、及び指標と対応させることによってより具体的な様相が明
らかになった。
注
１　大阪府松原市にある学校法人今川学園木の実幼稚園（今川公平園長）。
２　木の実幼稚園主任。エカーズアセッサー。
３　原著はアメリカ、イギリス、及びカナダで開発された。シリーズとし 
て発刊されており、『新・保育環境評価スケール①３歳以上（原題：
ECERS-3）』『同②０・１・２歳（原著：ITERS-3）』『同③考える力（原
著：ECERS-E）』『同④放課後児童クラブ（原著：SACERS）』（いずれ
も法律文化社発行、①②④は埋橋による訳、③は平林・埋橋による共訳）
のラインアップである。
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